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決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

委
員
は
２
頁
に
記
載
の
と
お
り

委
員
外 
那
須
議
員
・
平
野
議
員

審
議
事
項

　

認
定
1
号
か
ら
７
号
ま
で

（
６
頁
の
議
案
等
の
賛
否
状
況

一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
　

25
・
26
年
度
の
き
ん
ち
ゃ

ん
バ
ス
の
料
金
収
入
は
。

　
　

回
数
券
収
入
も
含
め
25
年

度
は
469
万
７
千
562
円
、
26
年
度

は
464
万
９
千
740
円
で
あ
る
。

　
　

利
用
率
を
分
析
す
る
と
抜

本
的
な
見
直
し
を
す
る
時
期
で

は
な
い
か
。

　
　

改
善
を
重
ね
５
年
経
過
し

て
い
る
が
、
最
適
な
方
法
が
見

出
せ
ず
に
い
る
の
が
現
状
で
あ

り
協
議
会
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

近
隣
町
村
と
本
市
で
は
目

的
が
異
な
る
と
考
え
る
、
拡
大

で
は
な
く
目
的
を
限
定
し
、
縮

小
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
は
、
目
的
地
へ
の
直

結
で
な
く
巡
回
の
た
め
時
間
を

要
し
、
利
用
率
が
上
が
ら
な
い

と
分
析
す
る
。
直
結
す
る
デ
マ

ン
ド
方
式
が
可
能
で
あ
れ
ば
取

り
入
れ
る
こ
と
も
検
討
項
目
の

１
つ
と
考
え
て
い
る
。

　
　

普
通
財
産
の
土
地
が

１
千
663
.73
平
方
メ
ー
ト
ル
減

少
し
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

ま
た
、
６
万
平
方
メ
ー
ト
ル
余

り
の
残
が
あ
る
。
有
効
利
用
や

売
却
を
促
進
す
べ
き
で
は
。

　
　

主
な
要
因
は
海
部
南
部
水

道
企
業
団
跡
地
の
１
千
429
.49

平
方
メ
ー
ト
ル
を
売
却
し
た
た

め
で
あ
る
。
有
効
活
用
に
努
め

て
い
く
と
同
時
に
売
却
も
進
め

て
お
り
、
現
在
、
１
筆
売
却
を

進
め
て
い
る
。

　
　

固
定
資
産
税
交
付
金
・
納

付
金
の
詳
細
及
び
増
額
と
な
っ

た
要
因
は
。

　
　

納
付
団
体
は
、
名
古
屋
港

管
理
組
合
及
び
愛
知
県
競
馬
組

合
が
主
な
団
体
で
、
増
額
の
理

由
は
単
価
の
見
直
し
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　
　

本
市
の
財
政
力
指
数
の
今

後
の
見
通
し
は
。

　
　

財
政
力
指
数
は
税
収
が
伸

び
る
こ
と
で
指
数
は
上
が
る
も

の
で
、
税
収
は
経
済
状
況
に
よ

り
左
右
さ
れ
る
た
め
一
概
に
言

え
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　

一
般
会
計
に
お
け
る
財
政

調
整
基
金
は
、
ど
の
程
度
持
っ

て
い
る
の
が
妥
当
と
考
え
る

か
。

　
　

基
金
、
市
債
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
事
業
執
行
に
努
め
て
き

た
。
自
然
災
害
を
考
慮
す
れ
ば

基
金
が
多
い
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
が
、
20
億
円
が
１
つ
の
目

安
と
考
え
て
い
る
。

　
　

現
在
の
市
債
の
中
で
、
交

付
税
対
象
は
、
ど
の
程
度
の
割

合
か
。

　
　

長
期
計
画
を
す
る
場
合
、

概
ね
60
％
程
度
と
し
て
計
画
し

て
い
る
。

　
　

決
算
書
を
工
夫
す
る
な

ど
、
市
民
に
積
極
的
に
情
報
を

開
示
し
、
市
民
と
と
も
に
ご
み

量
の
削
減
に
努
め
る
べ
き
で

は
。

　
　

ご
み
焼
却
場
の
負
担
金

は
、50
％
が
４
市（
津
島
市
・
愛

西
市
・
あ
ま
市
・
弥
富
市
）
２

町（
蟹
江
町
・
大
治
町
）１
村（
飛

島
村
）
の
人
口
割
、
50
％
が
ご

み
の
量
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ご
み
の
減
量
化
に
努
め
る
啓

発
活
動
は
必
要
で
あ
り
、
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

桜
小
学
校
区
の
人
口
、
利

用
者
を
考
え
る
と
早
期
の
児
童

館
建
設
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

日
の
出
小
学
校
と
桜
小
学

校
の
分
離
に
よ
り
現
存
す
る
桜

児
童
館
は
、
桜
小
学
校
区
在
住

者
に
は
使
い
勝
手
が
悪
い
も
の

に
な
っ
て
お
り
、
建
設
に
向
け

て
検
討
す
る
。

　
　

民
間
木
造
住
宅
耐
震
改
修

補
助
事
業
で
、
耐
震
改
修
費
補

助
事
業
は
実
績
が
少
な
い
が
、

今
後
も
こ
の
事
業
は
継
続
し
て

い
く
の
か
。

　
　

市
で
は
、
耐
震
改
修
計
画

を
作
成
し
て
お
り
、
計
画
に
基

づ
き
32
年
度
ま
で
継
続
し
て
い

く
計
画
で
あ
る
。

　
　

狭
あ
い
道
路
整
備
事
業
は

時
限
立
法
と
理
解
し
て
い
る
が

期
限
は
い
つ
ま
で
か
。

　
　

30
年
度
ま
で
で
あ
る
。

　
　

学
校
給
食
調
理
業
者
が
入

札
に
よ
り
替
わ
っ
た
が
、
ア
レ

ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
・
生
徒
へ

の
対
応
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
同
様
、
給
食
室

で
の
調
理
は
分
離
し
調
理
し
、

ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
対
応
を
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
エ
ピ
ペ
ン
対
応
と

し
て
消
防
署
と
の
連
携
の
一
環

と
し
て
緊
急
に
備
え
名
簿
等
を

配
布
し
て
い
る
。

反
対
討
論（
三
宮
議
員
）

　
国
民
の
懐
が
落
ち
込
ん
で
い

る
事
が
、
今
の
日
本
経
済
の
最

大
の
低
迷
だ
と
考
え
る
。

　

市
長
に
は
、
こ
う
し
た
認
識

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
制
度
な
ど
全
く
収
入
の

な
い
人
に
対
し
て
も
保
険
料
を

負
担
さ
せ
る
仕
組
み
が
続
い
て

き
た
こ
と
と
同
時
に
、
収
入
の

多
い
人
に
対
し
て
は
非
常
に
大

き
な
負
担
が
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

下
水
道
事
業
の
よ
う
な
長
期

に
渡
る
事
業
は
、
絶
え
ず
市
民

に
対
し
、
負
担
額
や
負
担
者
な

ど
を
明
ら
か
に
し
進
め
る
事
業

と
考
え
る
が
、
一
度
も
明
ら
か

に
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
反
対
す

る
。

※
採
決
は
、
６
頁
の
「
議
案
等

の
賛
否
状
況
一
覧
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

主
な
質
疑
・
討
論
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論


